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疑義解釈資料の送付について（その７）

診療報酬の算定方法 平成20年厚生労働省告示第59号 等については 診「 」（ ） 、「

療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について （平成20年３月」

５日保医発第0305001号）等により、平成20年４月１日より実施しているとこ

ろであるが、今般、その取扱いに係る疑義解釈資料を別添のとおり取りまとめ

たので、参考までに送付いたします。



                       （別添） 

歯科診療報酬点数表関係 

 

【医学管理等】 

 

 

 

（答）「ＣＫダツリ」病名における再装着の場合に限らず、継続的管理が行われ

ない場合は算定できない。歯科疾患管理料は、継続的管理が必要な疾患に

ついて、患者又はその家族が記入する歯科疾患と関連性のある生活習慣の

状況、生活習慣の改善目標、口腔内の状態及び必要に応じて実施した検査

結果等を踏まえつつ、治療方針の概要等を記載した管理計画書により情報

提供し、継続的な管理を行う場合に算定するものである。 

 

 

 

 

（答）義歯を原因とする場合は、義歯管理料のみにより算定する。 

 

 

 

 

 

（答）明らかに 1 回で治療が終了し、歯科疾患と関連性のある生活習慣の状況

や生活習慣の改善目標等を踏まえた継続的管理が行われていない場合は、

算定できない。 

 

 

 

 

（答）算定できない。歯科衛生実地指導は、齲蝕又は歯周疾患に罹患している

患者に対して行うものであり、適切な診断を行った上で実施する。 

 

 

 

 

 

 

問２ ＭＴ病名のみの場合、歯科疾患管理料と義歯管理料の併算定は可能か。

問１ 歯科疾患管理料が算定できない場合は、「ＣＫダツリ」の場合の再装着

に限るのか。 

問４ 「疑い病名」における歯科衛生実地指導料は算定できるか。 

問３ 明らかに 1 回の単一の診療で終了する場合、歯科疾患管理料の算定は

できるか。 



【検査】 

 

（答）現行では、歯周疾患において、口腔内消炎手術（切開排膿等）と同日に

行った歯周組織検査に係る費用は算定できない取扱いである。 

 

 

（答）顎運動関連検査（下顎運動路描記法（MMG）、ゴシックアーチ描記法、パ

ントグラフ描記法及びチェックバイト検査）について、検査の種類・方法

にかかわらず、１回の算定とすべき一連の顎運動関連検査の結果を活用し

て、同日又は日を異にして複数の義歯を製作した場合にあっては、１回の

算定となる。 

 

 

 

（答）検査は必要に応じて行われるものであることから、一概に算定回数を制

限するものではないが、実施に当たっては、その必要性を十分に考慮した

上で実施すること。 

 

 

【処置】 

 

（答）歯周病安定期治療中の咬合調整は、算定できない。 

 

 

 

 

（答）歯科エックス線撮影により確認のない加圧根管充填加算は、算定できな

い。 

 

 

 

問７ 同一部位における細菌簡易培養検査（Ｓ培）の算定に回数制限はある

のか。 

問６ 顎運動関連検査は１装置につき１回の算定となっているが、例えば、

１回の顎運動関連検査の結果を用いて上下顎の義歯を作製した場合であっ

ても、顎運動関連検査の２回の算定は認められるか。 

問５ 歯周疾患の急性症状時に口腔内消炎手術（切開排膿等）と同日に行っ

た歯周組織検査に係る費用は算定できるか。 

問８ 歯周病安定期治療中に実施する歯周組織検査は算定できるが、咬合調

整は算定できるか。 

問９ 特段の事情があって、歯科エックス線撮影による確認がない場合の加

圧根管充填加算の取扱い如何。 



 

 

 

（答）支台築造時の齲蝕処置の費用は、支台築造の費用に含まれ算定できない。 

 

 

 

 

 

 

 

（答）そのとおり。別に算定できない。なお、歯周外科手術を伴う場合の固定

源となる歯を歯数に含めない４歯以上の暫間固定は、「困難なもの」により

算定する。 

 

 

 

 

 

（答）幼若永久歯の萌出状況は、個人により差異があり、歯科医学的に判断さ

れるものであることから、一概に年齢で区切ることは適切ではない。 

 

 

【手術】 

 

（答）抗菌剤の投薬の有無のみによって、手術の算定の取り扱いを定めるもの

ではない。用法・用量等を踏まえつつ、実態に応じた投薬と算定が行われ

るべきものである。 

 

 

【歯冠修復及び欠損補綴】 

 

 

 

 

 

 

（答）この場合においては、全部鋳造冠の印象採得に係る費用により算定する。 

問 13 歯周外科手術や抜歯は、抗菌剤の投薬がない場合であっても算定でき

るのか。 

問 14 歯冠修復を行うに当たり、メタルコアと全部鋳造冠を同一模型上で作

製し、１日で患者に装着することは、歯科医学的に適切であると認められ

る場合に限り認められるものであるが、メタルコアと全部鋳造冠等を同一

模型上で製作する場合、支台築造印象と歯冠修復の印象採得の算定方法は

どのように行うのか。 

問 10 支台築造を行った時の齲蝕処置の費用は算定できるか。 

問 11 歯周外科手術を伴う場合の固定源となる歯を歯数に含めない４歯未満

の暫間固定については、固定源となる歯の歯数にかかわらず、歯周外科手

術の所定点数に含まれ別に算定することはできないとの取扱いか。 

問 12 幼若永久歯に対する初期齲蝕小窩裂溝填塞処置を算定する際に、年齢

制限はあるのか。 




